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【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ７ 部 門 第 ２ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 6 年 7 月 3 日 ( 2 0 2 4 . 7 . 3 )
　
【 国 際 公 開 番 号 】 W O 2 0 2 4 / 0 2 3 8 7 7
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 3 - 5 3 5 3 3 4 ( P 2 0 2 3 - 5 3 5 3 3 4 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ｈ ０ １ Ｌ 2 1 / 7 6 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｈ ０ １ Ｌ 2 1 / 3 0 6 5 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｈ ０ １ Ｌ 2 1 / 7 6 　 　 　 Ｌ 　 　 　
　 Ｈ ０ １ Ｌ 2 1 / 3 0 2 １ ０ ５ Ａ 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 5 年 1 0 月 2 3 日 ( 2 0 2 3 . 1 0 . 2 3 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ で は プ ラ ズ マ 発 生 用 の 高 周 波 コ イ ル （ ア ン テ ナ コ イ ル ） に 高 い パ ワ ー  
の 電 力 と 低 い パ ワ ー の 電 力 を 交 互 に 供 給 し 、 高 い パ ワ ー の 電 力 時 に ス パ ッ タ に よ る 保 護 膜  
形 成 を 行 い 、 低 い パ ワ ー の 電 力 時 に エ ッ チ ン グ 処 理 を 行 っ て 、 エ ッ チ ン グ 工 程 と 保 護 膜 形  
成 工 程 を 交 互 に 繰 り 返 し 実 施 す る こ と で シ リ コ ン 基 板 に 高 ア ス ペ ク ト 比 の ビ ア を 形 成 す る  
方 法 が 開 示 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 続 い て 、 静 電 吸 着 電 源 １ ０ ８ に よ り 直 流 電 圧 を 数 百 Ｖ 印 加 す る こ と で 、 ウ エ ハ １ ０ ２ を  
下 部 電 極 １ ０ ３ の 上 の ウ エ ハ 載 置 面 に 静 電 吸 着 さ せ る 。 そ の 後 、 マ グ ネ ト ロ ン 駆 動 電 源 １  
１ ３ か ら プ ラ ズ マ 生 成 用 電 力 を 供 給 さ れ た と き に 、 マ グ ネ ト ロ ン １ ０ ６ は 、 周 波 数 ２ ． ４  
５ Ｇ Ｈ ｚ の マ イ ク ロ 波 を 発 振 す る 。 こ の マ イ ク ロ 波 は 、 導 波 管 １ ０ ５ を 通 じ て 真 空 処 理 室  
１ ０ １ 内 に 伝 播 さ れ る 。 プ ラ ズ マ 生 成 用 電 力 が 供 給 さ れ な い と き は 、 マ グ ネ ト ロ ン １ ０ ６  
は マ イ ク ロ 波 を 発 振 し な い 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 な お 、 プ ラ ズ マ 生 成 用 電 力 の デ ュ ー テ ィ ー 比 を ４ ０ ％ に 設 定 し た た め 、 ア フ タ ー グ ロ ー  
放 電 の 状 態 を 最 大 化 す る た め の プ ラ ズ マ 生 成 用 電 力 の パ ル ス 周 波 数 は １ ３ ０ ０ Ｈ ｚ 以 上 と  
な っ た が 、 パ ル ス 周 波 数 は プ ラ ズ マ 生 成 用 電 力 の デ ュ ー テ ィ ー 比 に 合 わ せ て 設 定 さ れ る 。  
例 え ば プ ラ ズ マ 生 成 用 電 力 の デ ュ ー テ ィ ー 比 を ２ ０ ％ に し た 場 合 、 周 波 数 を 一 定 と す る と  
、 ４ ０ ％ と 比 較 し て オ フ の 時 間 が 大 き く な る 。 こ の た め ア フ タ ー グ ロ ー の 状 態 を 最 大 化 で  
き る 周 波 数 の 下 限 値 は 、 １ ０ ０ Ｈ ｚ 単 位 で パ ル ス 周 波 数 を 変 化 さ せ る 場 合 、 高 周 波 電 力 の  
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デ ュ ー テ ィ ー 比 が ４ ０ ％ の 時 よ り 高 い 周 波 数 で あ る １ ７ ０ ０ Ｈ ｚ と な る 。 こ の よ う に 、 例  
え ば １ ０ ％ か ら ９ ０ ％ の 間 に 設 定 さ れ た デ ュ ー テ ィ ー 比 に 応 じ て 、 ア フ タ ー グ ロ ー 放 電 の  
状 態 を 最 大 化 で き る プ ラ ズ マ 生 成 用 電 力 の パ ル ス 周 波 数 を 、 １ ０ ０ Ｈ ｚ 単 位 で パ ル ス 周 波  
数 を 変 更 さ せ る 場 合 、 ３ ０ ０ Ｈ ｚ ～ ２ ０ ０ ０ Ｈ ｚ の 範 囲 内 に す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 な お 、 バ イ ア ス 電 力 の デ ュ ー テ ィ ー 比 を ２ ％ に 設 定 し た た め 、 ロ ー カ ル チ ャ ー ジ を 解 消  
す る の に 必 要 な パ ル ス 周 波 数 は ９ ０ ０ Ｈ ｚ 以 下 と な っ た が 、 パ ル ス 周 波 数 の 値 は デ ュ ー テ  
ィ ー 比 の 設 定 に よ っ て 異 な る 。 例 え ば デ ュ ー テ ィ ー 比 を ５ ０ ％ に し た 場 合 、 ２ ％ の 場 合 と  
比 較 し て 、 パ ル ス 出 力 が オ フ に な る 期 間 の 比 が 小 さ く な る 。 こ の た め 、 電 荷 を 電 極 ま で 移  
動 さ せ る た め に 必 要 な 時 間 と す る た め の 周 波 数 は 、 ５ ０ ０ Ｈ ｚ 以 下 の 周 波 数 と す れ ば よ い
。 こ の よ う に デ ュ ー テ ィ ー 比 の 値 に よ っ て 電 荷 を 電 極 ま で 移 動 さ せ る た め に 必 要 な 時 間 は  
異 な る こ と か ら 、 ２ ％ ～ ９ ０ ％ 以 下 の 範 囲 内 の デ ュ ー テ ィ ー 比 に 対 し 、 パ ル ス 周 波 数 は そ  
れ ぞ れ １ ０ ０ Ｈ ｚ ～ ９ ０ ０ Ｈ ｚ の 範 囲 内 に す る こ と が 望 ま し い 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 表 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 プ ラ ズ マ 生 成 用 電 源 １ １ ３ は 、 電 力 値 を １ ２ ０ ０ Ｗ と す る 。 ま  
た 、 プ ラ ズ マ 生 成 用 電 源 １ １ ３ か ら 出 力 さ れ る 高 周 波 電 力 を 変 調 す る た め の 第 一 の パ ル ス  
は 、 デ ュ ー テ ィ ー 比 を ３ ５ ％ 、 パ ル ス 周 波 数 を ２ ０ ０ ０ Ｈ ｚ と す る 。 基 板 バ イ ア ス 電 源 １  
０ ９ は 、 電 力 値 を ３ ８ ０ Ｗ と す る 。 ま た 、 基 板 バ イ ア ス 電 源 １ ０ ９ か ら 出 力 さ れ る 高 周 波  
電 力 を 変 調 す る た め の 第 二 の パ ル ス は 、 デ ュ ー テ ィ ー 比 を ２ ５ ％ 、 パ ル ス 周 波 数 を ２ ０ ０  
０ Ｈ ｚ と す る 。 プ ラ ズ マ 生 成 用 電 力 と バ イ ア ス 電 力 の い ず れ も パ ル ス に よ る 変 調 が さ れ た  
。 な お 、 表 ４ に 示 さ れ る 他 の 値 に つ い て 説 明 す る と 、 第 一 の 工 程 Ｓ １ １ に お け る 第 一 の パ  
ル ス の デ ュ ー テ ィ ー 比 （ ３ ５ ％ ） は 、 第 一 の 工 程 Ｓ １ １ に お け る 第 二 の パ ル ス の デ ュ ー テ  
ィ ー 比 （ ２ ５ ％ ） よ り 大 き い 。 第 三 の 工 程 Ｓ １ ３ に お け る 第 二 の パ ル ス の 周 波 数 （ １ ０ ０  
Ｈ ｚ ） は 、 第 一 の 工 程 Ｓ １ １ に お け る 第 二 の パ ル ス の 周 波 数 （ ２ ０ ０ ０ Ｈ ｚ ） よ り 低 い 。  
第 三 の 工 程 Ｓ １ ３ に お け る 第 二 の パ ル ス の デ ュ ー テ ィ ー 比 （ ２ ％ ） は 、 第 一 の 工 程 Ｓ １ １  
に お け る 第 二 の パ ル ス の デ ュ ー テ ィ ー 比 （ ２ ５ ％ ） よ り 小 さ い 。 第 二 の 工 程 Ｓ １ ２ に お け  
る 第 二 の パ ル ス の 周 波 数 （ １ ０ ０ Ｈ ｚ ） は 、 第 一 の 工 程 Ｓ １ １ に お け る 第 二 の パ ル ス の 周  
波 数 （ ２ ０ ０ ０ Ｈ ｚ ） よ り 低 い 。 第 二 の 工 程 Ｓ １ ２ に お け る 第 二 の パ ル ス の デ ュ ー テ ィ ー  
比 （ ５ ％ ） は 、 第 一 の 工 程 Ｓ １ １ に お け る 第 二 の パ ル ス の デ ュ ー テ ィ ー 比 （ ２ ５ ％ ） よ り  
小 さ い 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 図 １ ５ は 、 第 一 の 工 程 Ｓ １ １ か ら 第 四 の 工 程 Ｓ １ ４ が 繰 り 返 し 行 わ れ る 様 子 を 模 式 的 に  
示 し た 図 で あ る 。 第 一 の 工 程 Ｓ １ １ に お い て 、 ト レ ン チ ｔ ｒ が 形 成 さ れ る 。 第 二 の 工 程 Ｓ  
１ ２ に お い て 、 マ ス ク ２ ０ ２ 上 に 堆 積 膜 ２ ０ ３ が 形 成 さ れ る 。 第 三 の 工 程 Ｓ １ ３ に お い て  
、 エ ッ チ ン グ 形 状 が 垂 直 と な る よ う に エ ッ チ ン グ が 行 わ れ る 。 第 四 の 工 程 Ｓ １ ４ に お い て  
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、 堆 積 膜 ２ ０ ３ に 酸 化 膜 ２ ０ ４ を 形 成 す る 。 第 一 の 工 程 Ｓ １ １ に 戻 る と 、 マ ス ク ２ ０ ２ 上  
に 形 成 さ れ た 堆 積 膜 ２ ０ ３ お よ び 酸 化 膜 ２ ０ ４ が エ ッ チ ン グ さ れ る 。 第 一 の 工 程 Ｓ １ １ は  
、 堆 積 膜 ２ ０ ３ お よ び 酸 化 膜 ２ ０ ４ が エ ッ チ ン グ さ れ る 程 度 の 時 間 だ け 行 わ れ る よ う に 設  
定 さ れ て い る 。 第 一 の 工 程 Ｓ １ １ か ら 第 四 の 工 程 Ｓ １ ４ ま で の 工 程 を 、 ト レ ン チ が 所 定 の  
深 さ ｄ １ に な る ま で 行 う 。 本 実 施 形 態 で は 、 第 一 の 工 程 か ら 第 四 の 工 程 ま で を ６ 回 繰 り 返  
す こ と で 、 ト レ ン チ ｔ ｒ の 深 さ ｄ １ を １ ３ ０ ｎ ｍ に す る こ と が で き た 。
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